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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リモート端末へエクスポートされる画像を補償する診断超音波システムであって、
　前記超音波システムにより取得される画像を格納する超音波画像記憶装置と、
　前記超音波画像に応答して、エクスポートするために前記画像の複数のバージョンを生
成し、各バージョンは前記複数のバージョンが同時に閲覧されるとき異なるディスプレイ
外観を有する、画像プロセッサと、
　前記画像の前記複数のバージョンが同時に表示されるディスプレイスクリーンを有する
リモート端末と、
　ユーザ入力があると、前記画像のバージョンのうちの１つを選択するセレクタと、
　前記リモート端末の識別子と関連付けて前記選択された画像のバージョンのパラメータ
を格納するデータ記憶装置と、
　前記選択された画像の前記パラメータで前記リモート端末へエクスポートするために画
像を処理するエクスポートプロセッサと、
　を有する診断超音波システム。
【請求項２】
　前記パラメータは、ディスプレイ装置ガンマ特性、画像輝度、又は画像コントラストの
うちの１つである、請求項１に記載の診断超音波システム。
【請求項３】
　前記リモート端末は、ＰＡＣＳシステムを更に有する、請求項１に記載の診断超音波シ
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ステム。
【請求項４】
　前記リモート端末は、ＰＡＣＳシステム画像アーカイブを更に有する、請求項３に記載
の診断超音波システム。
【請求項５】
　前記リモート端末は、ＰＡＣＳシステムの複数のワークステーションのうちの１つを更
に有する、請求項３に記載の診断超音波システム。
【請求項６】
　前記超音波システムと前記リモート端末とを結合するネットワーク、を更に有する請求
項１に記載の診断超音波システム。
【請求項７】
　前記リモート端末及び前記超音波システムは、共通のネットワーク上になく、前記画像
の前記複数のバージョンは、ポータブル媒体上に、前記リモート端末へエクスポートされ
る、請求項１に記載の診断超音波システム。
【請求項８】
　入力装置であって、前記入力装置により周囲光条件データが前記超音波システムに入力
される、入力装置、
　を更に有し、
　前記画像プロセッサは、前記周囲光条件データを考慮して、エクスポートのために前記
画像の前記複数のバージョンを生成する、
　請求項１に記載の診断超音波システム。
【請求項９】
　入力装置であって、前記入力装置により画像ファイルのサイズが前記超音波システムに
入力される、入力装置、
　を更に有し、
　前記画像プロセッサは、前記画像ファイルのサイズを考慮して、エクスポートのために
前記画像の前記複数のバージョンを生成する、
　請求項１に記載の診断超音波システム。
【請求項１０】
　前記画像ファイルのサイズは、ネットワーク画像アーカイブに格納された画像ファイル
のサイズを更に有する、請求項９に記載の診断超音波システム。
【請求項１１】
　入力装置であって、前記入力装置により画像品質データが前記超音波システムに入力さ
れる、入力装置、
　を更に有し、
　前記画像プロセッサは、前記画像品質データを考慮して、エクスポートのために前記画
像の前記複数のバージョンを生成する、
　請求項１に記載の診断超音波システム。
【請求項１２】
　前記データ記憶装置は、前記選択された画像のバージョンの前記パラメータをルックア
ップテーブル形式で格納する、請求項１に記載の診断超音波システム。
【請求項１３】
　前記データ記憶装置は、それぞれ異なるリモート端末の識別子に関連付けられる複数の
パラメータを格納し、
　前記エクスポートプロセッサは、エクスポートされる画像の宛先である前記異なるリモ
ート端末のうちの１つの識別子を考慮して、エクスポートのために画像を処理する、
　請求項１に記載の診断超音波システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】



(3) JP 6158918 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

　本発明は、医学的診断超音波システムに関し、特に、超音波システムからＰＡＣＳ（pi
cture　archiving　and　communication）システムのレビューステーションのようなリモ
ートディスプレイ端末に画像をエクスポートし表示することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　標準的な超音波画像システムは、身体の生体構造の画像を最適に表示するためにユーザ
により調整できる多くの制御設定を有する。例えば、組織を画像化するとき、ソノグラフ
ァーは、線密度、震源域、ダイナミックレンジ、送信及び受信周波数、解像度、通過率、
送信電力、セクタ幅、グレイスケールマッピング、マルチラインの数、及び多数の他の画
像化変数を設定できる。カラーフローモードで血流を画像化するとき、調整できる幾つか
の画像化変数は、壁フィルタ設定、カラーマップ、フレームレート、速度範囲、周波数合
成、フィルタ設定、及びドップラーステアリング角である。このような多くの可能な設定
を有するので、超音波システムが異なる種類の画像化試験のためにパラメータプリセット
を格納する制御ソフトウェアを有することは当然である。例えば、産科の検査を開始する
ソノグラファーは、ＯＢ検査のためのプリセットを選択でき、超音波システムは大部分の
ＯＢ検査に共通に用いられるプリセットのセットを呼び出すだろう。ソノグラファーは、
適合されてシステムの選択したプリセットを用いても良く、又はプリセット値を調整し、
特定の患者若しくは特定の種類の検査のために彼又は彼女の推奨プリセットとしてプリセ
ットの新しいセットを保存できる。
【０００３】
　ソノグラファーが１つの検査種類のためにシステムプリセットにより常に適合されない
限り、異なる検査のためのプリセットパラメータのセットをカスタマイズし保存すること
でも、時間を要する作業になり得る。さらに、設備がアップグレードされ標準的な検査の
ために新しいプローブが利用可能になるため、カスタムプリセットは不満足又は時代遅れ
になり得る。しかしながら、米国特許番号６９５１５４３（Roundhill）は、この問題に
対する解決策を提供した。それは、標準的なシステムプリセット値及びその共通の変化量
のような種々の異なるパラメータ値で超音波画像を処理することである。ソノグラファー
は、多数のパラメータの調整及び制御を有さず、各増分若しくは新しいパラメータ変化量
がどんな差を生じるかが分からない。むしろ、ソノグラファーは、それぞれが少なくとも
取得又は画像処理パラメータの僅かに異なるセットにより処理された画像集を見る。次に
、ソノグラファーは最良に見える画像を単に拾い、次に該画像のパラメータは特定の検査
に適用される。選択処理は、多数の超音波システムパラメータを苦心して調整するより遙
かに簡単である。
【０００４】
　病状の診断に到達するための超音波画像の読み取りは、画像を取得した超音波システム
において生じない。多くの病院及び診療所では、ソノグラファーは患者をスキャニングす
ることにより超音波画像を取得し、次に、患者の画像は診断ワークステーション又は端末
へ送信され、そこで心臓専門医又は放射線科医が画像を視察し、診断し、診断報告書を準
備する。時には、画像はＰＡＣＳアーカイブサーバに格納され、ＰＡＣＳアーカイブサー
バから、医師は診断のために画像にアクセスできる。画像が読み取られるワークステーシ
ョン又は端末は、米国のMAのAndoverにあるPhilips　Healthcareから市販されているＱＬ
ＡＢ診断超音波分析ソフトウェアパッケージのような、超音波画像の診断及び診断の報告
を助ける専用診断ソフトウェアを備えても良い。画像は、新しい端末又はディスプレイス
クリーンで閲覧されるとき、該画像を取得した超音波システムに存在するので、同じ条件
下で閲覧されない場合が多い。これは、微妙な解剖学的差異を異なるように出現させる。
閲覧ワークステーション又は端末は、より薄暗く又は明るく照らされた室内にあり得る。
これは、他の環境内での画像の外観に影響を与えるだろう。異なるディスプレイスクリー
ン、画像ファイルサイズ及び画像を格納するために用いられる得る画像圧縮も、微妙な画
像の差異を生じるだろう。医師は、調整手順を通じて、閲覧端末（例えば、ＧＳＤＦ）上
の画像を最適化し得る。しかし、これは、その複雑性及び異なる表示選択肢を評価するの
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に関連する時間により、通常行われない。多くの医者は、彼らの端末の工場出荷時設定を
単に受け入れ、準最適画像で我慢する。したがって、取得超音波システムからエクスポー
トされた診断超音波画像の最適な閲覧のために、ワークステーション、端末又はディスプ
レイスクリーンの最適化を簡略化する必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、リモート端末へエクスポートされる画像を補償する超音波システムを提供す
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の原理によると、診断超音波システムは、リモートワークステーション、端末、
及びディスプレイスクリーンに表示するために、画像を最適化する設定手順を有する。超
音波システムは、ユーザが、画像に適用される多数の異なるディスプレイ設定を有し、リ
モートディスプレイ端末へエクスポートされる、超音波システムにある取得された１つの
超音波画像を選択することを可能にする。リモートディスプレイ端末のユーザは、異なる
ディスプレイガンマ補正、ファイルサイズ、輝度、及び／又はコントラストのような異な
るディスプレイ設定を有する同じ画像の画像集を閲覧する。次に、ユーザは、該画像集か
ら、リモート端末上で最良の外観を有する画像を選択し、選択された画像のディスプレイ
パラメータは超音波システムに格納される。１又は複数の新しい画像が端末へエクスポー
トされる度に、該画像は、選択されたディスプレイ設定と共に送信され、該画像がリモー
トユーザが所望するようにリモートで表示されることを保証する。リモートユーザの気が
変わった又は異なる特性を有する新しいディスプレイが設置される場合、リモート端末へ
エクスポートされる画像に適用されるディスプレイパラメータを更新するために、処理は
繰り返されることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　以下の図面がある。
【図１】本発明の原理により構成される超音波システムのブロック図を示す。
【図２】ＰＡＣＳシステムにネットワーク接続される超音波システムを示す。
【図３】エクスポートされた画像のためのユーザ選好によりネットワーク上の超音波シス
テムを設定するディスプレイスクリーンを示す。
【図４】異なるディスプレイ設定を有する画像集を設定し、リモート端末へエクスポート
する方法を示す。
【図５】最良画像の選択のためにユーザに提示される異なるディスプレイ設定を有する画
像集を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１を参照すると、本発明の原理に従って構成される超音波診断画像システムが、ブロ
ック図形式で示される。超音波プローブ１１２は、超音波信号を送信及び受信する超音波
トランスデューサのアレイ１１４を有する。アレイは、１次元線形、又は２次元画像化の
ための湾曲アレイであっても良く、或いは３次元の電子ビームステアリングのためのトラ
ンスデューサ要素の２次元マトリックスであっても良い。３次元画像データセット及び画
像は、２次元アレイトランスデューサを用いて取得されることが望ましい。３次元画像は
、機械的にスイープする１次元アレイプローブにより取得されても良い。アレイ１１４内
の超音波トランスデューサは、超音波エネルギを送信し、この送信に応答して返されるエ
コーを受信する。送信／受信（Ｔ／Ｒ）スイッチ２２は、アレイ１１４内の超音波トラン
スデューサに結合され、パルスエコー画像の送信段階と受信段階との間で切り替える。信
号を送信するためにトランスデューサアレイが作動されるときは、内部システムクロック
（図示しない）に同期化されても良く、又は心臓周期波形がＥＣＧ装置２６により提供さ
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れる心臓周期のような身体機能に同期されても良い。心拍が、ＥＣＧ装置２６により提供
される波形により決定されるような心臓周期の所望のフェーズにあるとき、プローブは超
音波画像を取得するよう命令される。トランスデューサアレイにより送信される超音波エ
ネルギの周波数及び帯域幅は、中央制御部２８により生成される制御信号により制御され
る。
【０００９】
　送信された超音波エネルギからのエコーは、アレイ１１４のトランスデューサにより受
信され、Ｔ／Ｒスイッチ２２を通じて結合され及びシステムがデジタルビームフォーマを
用いるときアナログデジタル（Ａ／Ｄ）変換器３０によりデジタル化されるエコー信号を
生成する。アナログビームフォーマが用いられても良い。Ａ／Ｄ変換器３０は、中央制御
部２８により生成される信号ｆｓにより制御されるサンプリング周波数で受信したエコー
信号をサンプリングする。サンプリング理論により与えられる所望のサンプリングレート
は、受信した通過帯域の最高周波数の少なくとも２倍であり、少なくとも３０～４０ＭＨ
ｚ程度であっても良い。最小要件より高いサンプリングレートも望ましい。
【００１０】
　アレイ１１４の個々のトランスデューサからのエコー信号サンプルは、コヒーレントエ
コー信号を形成するためにビームフォーマ３２により遅延され加算される。米国特許第６
,０１３,０３２号（Savord）及び米国特許第６,３７５,６１７号（Fraser）に記載のよう
に、２次元アレイによる３Ｄ画像化では、プローブ内に配置されるマイクロビームフォー
マとシステムメインフレーム内の主ビームフォーマとの間でビームフォーマを区分するこ
とが望ましい。次に、デジタルコヒーレントエコー信号は、デジタルフィルタ３４により
フィルタリングされる。図示のシステムでは、送信周波数及び受信周波数は個別に制御さ
れ、ビームフォーマ３２が、高調波周波数帯域のような、送信帯域の周波数と異なる周波
数帯域を受信しないようにする。デジタルフィルタ３４は、信号を帯域通過フィルタリン
グし、周波数帯域をより低く又はベースバンド周波数範囲にシフトさせ得る。デジタルフ
ィルタは、例えば米国特許第５,８３３,６１３号に開示された種類のフィルタであり得る
。フィルタリングされた組織からのエコー信号は、デジタルフィルタ３４から、従来のＢ
モード処理のためのＢモードプロセッサ３６に結合される。
【００１１】
　微小気泡のような造影剤のフィルタリングされたエコー信号は、コントラスト信号プロ
セッサ３８に結合される。造影剤は、心室の血液プール内の造影剤に関して心臓内の壁を
より明確に描写するために、又は例えば米国特許第６,６９２,４３８号に記載のように心
筋の微小血管系のかん流検査を実行するために用いられる場合が多い。コントラスト信号
プロセッサ３８は、パルス反転技術により高調波造影剤から返されるエコーを分離するこ
とが望ましい。ここで、複数のパルスを画像位置へ送信した結果として生じるエコーは、
結合されて、基本信号成分を除去し、高調波成分を強める。望ましいパルス反転技術は、
例えば米国特許第６,１８６,９５０号に記載されている。
【００１２】
　デジタルフィルタ３４からのフィルタリングされたエコー信号は、速度及びパワードッ
プラー信号を生成するために、従来のドップラー処理のためにドップラープロセッサ４０
にも結合される。これらのプロセッサからの出力信号は、平面画像として表示されても良
く、３Ｄ画像メモリ４４に格納される３次元画像のレンダリングのために３Ｄ画像プロセ
ッサ４２に結合されても良い。３次元レンダリングは、米国特許第５,７２０,２９１号並
びに米国特許第５,４７４,０７３号及び第５,４８５,８４２号に記載されたように実行さ
れても良い。これら全ての文献は参照により本願明細書に組み込まれる。
【００１３】
　コントラスト信号プロセッサ３８、Ｂモードプロセッサ３６及びドップラープロセッサ
４０からの信号、並びに３Ｄ画像メモリからの３次元画像信号は、多数の超音波画像の各
々の画像データを格納するCineloop（登録商標）メモリ４８に結合される。画像データは
、Cineloop（登録商標）メモリ４８にセットで格納されることが望ましく、各画像データ
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セットは、個々の時間に得られた画像に対応する。データセット内の画像データは、心拍
中の個々の時間における組織かん流を示すパラメータ画像を表示するために用いることが
できる。Cineloop（登録商標）メモリ４８に格納された画像データセットは、後の分析の
ために、ディスクドライブ又はデジタルビデオレコーダのような永久メモリ装置に格納さ
れても良い。Cineloop（登録商標）メモリ内の画像は、ディスプレイ５２で表示される。
【００１４】
　ソノグラファーが特定の超音波検査を開始するとき、ソノグラファーは、通常、心臓検
査のためのフェーズドアレイプローブ又は異常若しくはＯＢ検査のための湾曲線形アレイ
のような、該検査に適切なプローブを選択することにより開始する。次に、ソノグラファ
ーは、システム制御パネル１５０にあるスイッチ及び制御を調整することにより、検査の
ために画像化パラメータを設定し調整しても良い。しかしながら、通常、ソノグラファー
は、開始される検査の種類のための標準的な又は予めカスタマイズされたパラメータのセ
ットを呼び出すことにより、システムを構成する。これらのプリセットパラメータは、構
成データメモリ１５２に格納され、ソノグラファーにより選択されるとき中央制御部２８
に適用される。次に、中央制御部は、ソノグラファーにより選択された画像化手順を設定
し実行するために、ソノグラファーにより調整されたように、画像化パラメータを用いる
。
【００１５】
　より大きな病院及び診療所では、超音波システムは、通常、ネットワークに接続され、
ネットワークを介して超音波画像が通信できる。ネットワークインタフェース５４は、超
音波システムにネットワークを介して通信させ、及び病院又は診療所内のネットワーク接
続に結合される。図２は、ＰＡＣＳシステムを有する標準的なネットワークを示す。図２
では、４個の超音波システム１０２～１０６、ＰＡＣＳ画像ワ―クステーション２４４、
及びＰＡＣＳネットワークサーバ２４２は、ＬＡＮ２４０により示されるようにローカル
エリアネットワーク内で接続される。ＬＡＮ２４０は、有線若しくは無線であっても良く
、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）ハブシステム及び多スイッチ多層ネットワークの両方を
含み得る。ＰＡＣＳシステムのネットワークサーバ２４２は、大容量の超音波画像並びに
ネットワークの超音波システム及び画像レビューステーションにより生成された報告の保
存のための拡張記憶装置２３４を有する。画像ワークステーション２４４のユーザーは、
ネットワークサーバ及びネットワークの個々のアクティブな超音波システムにアクセスで
き、又はインターネットを介して他の外部アクセス可能なネットワーク及び装置と相互作
用できる。
【００１６】
　本発明の原理に従って、図１の超音波システムは、図３の（ａ）～（ｆ）に示すエクス
ポート設定ウィザード（Export　Configuration　Wizard）を用いてネットワークにある
ワークステーション又は端末で閲覧するために超音波画像をエクスポートするよう構成さ
れる。図３（ａ）の開始画面は、最適構成のために種々のエクスポート構成選択肢の選択
を通じてウィザードがユーザを案内することをユーザに知らせる。開始画面は、設定のた
めの４つのトピックを提示する。初期構成では、４つ全てのトピックが用いられる。ユー
ザが予め実装されている構成を調整したいと望む場合、ユーザは、変更すべきトピックの
みを選択する選択肢を与えられる。次の図は、初期構成設定を示す。
【００１７】
　ユーザが開始画面の「Ｎｅｘｔ」ボタンをクリックすると、図３（ｂ）に示すようにネ
ットワーク設定（Network　Configuration）画面が提示される。この画面で、ユーザは、
ネットワークサーバの識別情報を入力できる。この画面の次の行は、ＤＨＣＰ（dynamic
　host　configuration　protocol）が用いられているか否か、超音波システムはネット
ワーク上の固定ＩＰアドレス又はホストサーバにより割り当てられる可変（動的）ＩＰア
ドレスを有するか、をユーザに指定させる。超音波システムが固定ＩＰアドレスを有する
場合、固定ＩＰアドレスは次の行に入力される。
【００１８】
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　ユーザは次へ（Ｎｅｘｔ）ボタンをクリックし、図３（ｃ）に示すようにＰＡＣＳ構成
（PACS　Configuration）画面が現れる。ここで、ユーザは、ネットワーク上にありウィ
ザードにより既に識別されたプルダウンリストからＰＡＣｓシステムを選択できる。代替
で、ユーザは、カスタムＰＡＣＳ構成（Custom　PACs　Configuration）ラジオボタンを
クリックでき、カスタムＰＡＣＳ構成を定めるデータの入力のための画面を提示される。
ユーザは、次へ（Next）ボタンをクリックし、図３（ｄ）の画面を提示される。
【００１９】
　図３（ｄ）の画像品質及びファイルサイズ選択（Image　Quality　and　File　Size　S
election）画面では、ユーザは、超音波システムからエクスポートされた画像がネットワ
ークにあるワークステーション又は端末にどのように現れるかに影響を与えるパラメータ
のうちの１つを定める。ＰＡＣＳシステム又は他の記憶装置は、所定の圧縮量又はファイ
ルサイズ限界を有し超音波画像を格納しても良い。精細な詳細はより大きいファイルサイ
ズの画像で示すことができるので、画像ファイルのサイズは、知覚される画像品質に直接
関連する。本例では、ユーザは、スライダ６２を水平方向にドラッグして、所望の画像品
質を設定する。ファイルサイズ（File　Size）の図の上にある矢印は、相応して移動し、
所望の画像品質のために推奨されるファイルサイズをユーザに示す。ユーザは、通常、所
望の画像品質とファイルサイズとのバランスを取り、ＰＡＣＳシステムに保存される、許
容画像サイズの境界内で最高の画像品質を得る。ユーザは、次へ（Next）ボタンをクリッ
クし、図３（ｅ）の画面を提示される。
【００２０】
　画像取得及びレビュー環境（Acquisition　&　Review　Environment）画面は、超音波
システムにより取得された画像がリモート端末上でどのように現れるかに影響を与える別
のパラメータをユーザに設定させる。患者スキャニングルームは薄暗く照明されるだけで
あり、したがって、ユーザは、超音波画像が取得されたときに超音波画像を閲覧するため
に、低輝度及びコントラスト設定を用いても良い。画像を読み取る医師は、画像を明るく
照明された部屋で閲覧していても良い。これは、超音波システムの閲覧設定が読み取り室
の周囲照明条件に適さないことを意味する。或いは、逆も真である。図３（ｅ）の画面に
より、ユーザは、スライダ６４を調整して、スキャニングルームの周囲照明条件を低く、
高く、又は中程度に指示できる。リモート端末にあるディスプレイがこのＤＩＣＯＭ較正
ディスプレイ機能を有する場合、ユーザはＧＳＤＦ（grayscale　standard　display　fu
nction）ボックスをチェックできる。この場合、更なるディスプレイの最適化は必要ない
。
【００２１】
　ユーザがディスプレイパラメータの最後のセットを調整した後に、ユーザは、図３（ｆ
）の終了画面を提示される。ユーザがＰＡＣＳ及び画像エクスポートパラメータの指定を
終了した場合、ユーザは、終了（Finish）ボタンをクリックして、エクスポート構成処理
を終わらせることができる。ユーザが問題に遭遇した又は疑問を有する場合、ユーザは、
疑問符シンボルをクリックして、構成処理を完了する差異に技術的支援を要求できる。
【００２２】
　このようにエクスポートパラメータ及びネットワークプロトコルが設定されると、ユー
ザは、図４のエクスポート画面により例示されるように、異なるディスプレイパラメータ
で表示される画像のエクスポートの準備が整う。この画面のセットでは、エクスポートＩ
Ｑウィザード（Export　IQ　Wizard）として識別され、ユーザは、リモート端末上での閲
覧及び選択のための異なる処理で、超音波画像の取得及びそのエクスポートを通じて案内
される。第１の画面７０は、適切に照明された部屋内のような、ユーザにより通常好まれ
る条件下で画像をスキャンするよう超音波システムを準備するよう、ユーザに指示する。
しかしながら、リモート端末におけるディスプレイがＤＩＣＯＭ　ＧＳＤＦ較正される場
合、この補償手順は必要ない。次に、画面７２により示されるように、ユーザは、ＤＩＣ
ＯＭ　ＧＳＤＦ有効（DICOM　GSDF　Enabled）ラジオボタンをクリックして、この補償手
順を終了する。
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【００２３】
　ユーザが補償手順を続けるために画面７２の継続（Continue）ボタンをクリックすると
、ユーザは画面７４を表示される。この画面は、超音波システムで超音波画像を取得する
ようユーザに指示する。ユーザは、このときに患者をスキャニングすることによりこれを
行うことができる。この例では、ユーザは、画面７４の継続（Continue）ボタンをクリッ
クし、被写体をスキャンする。ユーザが満足な画像を取得した後に、ユーザは、超音波シ
ステム制御パネル１５０の取得（Acquire）１を押下する。代替で、ユーザは、予め取得
された満足な画像を、超音波システムにある画像記憶から選択できる。再び、ユーザは、
超音波システム制御パネル１５０の取得（Acquire）１を押下することにより、満足な画
像が得られたことを示す。
【００２４】
　基本的な補償画像が識別されると、ユーザは、画面７６を用いて、補償選択画像がエク
スポートされるべき宛先を選択する。この例では、ユーザはアーカイブサーバ（Archive
　Server）１、ネットワークにあるＰＡＣＳ画像記憶装置を選択している。ＰＡＣＳ画像
記憶装置には、ＰＡＣＳシステムにより画像処理が用いられた画像が格納される。スクリ
ーン７６は、ネットワークにより読み取りステーションに接続されない超音波システムの
ためのＰＣ媒体（PC　Media）と呼ばれるものを含む、異なるエクスポート宛先の例を与
える。このラジオボタンが選択される場合、スクリーン７８が現れ、ポータブルフラッシ
ュドライブのような超音波システムに媒体を挿入するようユーザに指示する。次に、画像
は、補償設定のために読み取りワークステーションにより備えられるフラッシュドライブ
に転送される。本例では、ユーザは、アーカイブサーバ（Archive　Server）１を選択し
ている。そして、図５の画像セットのような補償画像セットは、アーカイブサーバ１　Ｐ
ＡＣＳシステムへ送信される。次に、スクリーン８０がユーザに表示され、ＰＡＣＳシス
テムディスプレイ端末上の補償画像を見て、超音波システムにより取得された又は超音波
システムで選択された基本画像を最も良好に提示する画像を選択するよう、ユーザに指示
する。
【００２５】
　図５は、ＰＡＣＳシステムへエクスポートされ及び図２の端末２４４のようなＰＡＣＳ
システムにあるレビューステーションで閲覧される補償画像セット２００の一例である。
２５枚の補償画像の各々は、制御部２８により処理されているか、又はディスプレイスク
リーン上の該画像の外観に影響を与える僅かに異なるディスプレイパラメータを有する。
例えば、２５枚の画像の各々は、僅かに異なるディスプレイ装置のガンマ補正特性により
処理することができる。或いは、各画像は、異なる周囲照明条件を補償するために、僅か
に異なる輝度又はコントラストを有する。ユーザは、リモート端末ディスプレイスクリー
ンで２５枚の画像の全部を同時に閲覧し、該ディスプレイスクリーン上で最良に見える画
像を選択する。ユーザは、最良画像の番号を選択するために、スクリーンの下部にある選
択ボックス２１０の上及び下矢印をクリックできる。本例では、ユーザは画像番号１３を
選択している。代替で、ユーザは、最良の補償画像として画像２０２を選択するために画
像２０２をクリックするように、画像を選択するために該画像をクリックできる。ユーザ
が選択すると、選択の識別情報は超音波システムへ返送される。超音波システムでは、選
択された画像のディスプレイパラメータは、本例ではアーカイブサーバ１であるエクスポ
ート宛先装置に関連するシステムの構成データメモリ１５２内のルックアップテーブルに
格納される。その後、画像が超音波システムからアーカイブサーバ１へエクスポートされ
るときはいつでも、そのＰＡＣＳシステムのメモリ内のルックアップテーブルに格納され
たディスプレイパラメータが、エクスポートする前に画像に適用される。したがって、そ
れらの画像は、適正に補償され、それらの画像が超音波システム上で見えるのと同じよう
に、ＰＡＣＳ端末上で見える。したがって、ＰＡＣＳワークステーションでの閲覧者は、
画像を取得したソノグラファーにより見られたのと同じ画像品質及び特性で、エクスポー
トされた画像を閲覧している。
【００２６】
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　図４のスクリーン８０は、超音波システムのスクリーンから所望の画像を選択する能力
をユーザに与える。ユーザは、スクリーン８０上で選択でき、次に画像エクスポート補償
処理を完了するために終了（Finish）ボタンをクリックできる。
【００２７】
　ＰＡＣＳシステムは、システムに複数のレビューステーション又は端末を有しても良い
。これらの各々は異なるディスプレイ特性を有しても良い。その場合には、前述の補償処
理は、各ステーション又は端末の各ディスプレイ装置について実行されても良い。次に、
超音波システムは、端末のうちの１つで表示するために画像をエクスポートするとき、対
応して識別されたディスプレイステーションを用いる。
【００２８】
　レビューステーション又は端末は、異なるディスプレイスクリーンで置換され若しくは
変更し、又は異なる閲覧選好を有する、新しい若しくは異なるディスプレイ装置若しくは
閲覧者のために補償が再び実行されることを要求する医師により使用されることもできる
。その場合には、図４のエクスポートＩＱウィザードは、補償スクリーンの新しいセット
を端末へ送信するために、超音波システムで呼び出され、補償選択処理が再び実行され、
そして、端末のための新しいディスプレイパラメータが構成データメモリ１５２に格納さ
れる。代替で、レビューステーションにいる医師は、超音波システムへクエリを送信し、
補償画像の別のセットの送信を要求できる。それにより、リモート端末のユーザは、超音
波システムを使用中のソノグラファーの作業フローを妨げることなく、超音波システムか
らエクスポートされた画像のディスプレイパラメータを調整又は更新できる。
【００２９】
　本発明は、他の医用画像モダリティにおいて、特に「二次キャプチャ」の使用において
、一次診断画像から引き出される画像情報に適用性を有する。例えば、身体のＭＲＩ画像
は、医師が良好に定められた解像度で閲覧すること望む生検針のような侵襲性器具を示し
ても良い。本発明の最適化技術は、ＭＲＩ画像内の針である、この二次キャプチャの最適
な閲覧のために表示画像を最適化するために用いることができる。
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摘要(译)

超声系统允许容易地配置远程终端以显示由超声系统获取的超声图像。
由超声系统获取的图像由用于不同观看条件或设备的显示参数处理或与
显示参数一起处理，例如显示器伽马​​校正，环境照明或图像质量。将具
有略微不同显示外观的图像的多个版本导出到远程终端，其中观看者可
以同时查看所有图像版本。观看者选择最佳图像，并且所选图像的显示
特性用于稍后从超声系统输出到远程终端的图像。
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